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理科授業におlチる科学的探究能力育成に関する研究  
一中学校の現状と課題に着目して－  













（3）研究の方法   
次のような方法で研究及び実践を行った。  
①中学校理科を中心として科学的探究能力に関わ   
る先行研究を調査し，整哩した。  
②先行研究を基に，教職専門実習Ⅰ，Ⅱ及び都市   
圏実習における中学校理科での実践を科学的能   
力，探究の過程，プロセス。スキルズの3つの   
視点から分析した。  
③②の分析結果から理科授業での科学的探究能力   
育成の現状と課題について考察した。  
2 先行研究の検討  
（1）科学的リテラシーとは  




















実験の方法を立案し，考象 結論まで至るプロセ  









































・科学やテクノロジーの発展の社会的意味を考えること   
a   
本質的に知的な手続きで，科学の諸過程を含払  







c）gene軸   
本質的に知的な手続きであるが，問題解決，証拠の利用，  
論理的あるいは類推的推論，価値の明瞭化意思決定探究  






ータに基づく建設的で伝達可能な主張と説呪 モ  
デルの観点から考察すること，数学的プロセス。  
知識及び技能を用いることが含まれている。  
（2）中学校学習指導要領（理科）における科学的探   



















①科学的な探究とその過程   
米国の代表的な探究学習研究グループである  



















。観察や実験などによって自然の事物。現象の特徴や規則性   
がとらえられる能力  
・′忙止」左 








て表現されている科学的思考力が必要となる。   
以上のことより，科学的な探究の過程を重視し  
た学習は，観察や実験で得られた結果を基に考察  



















4 まとめと考察   
3校の理科授業の比較。分析の結果と生徒の実  
態を基に以下の通り考察した。  























実習校   科学的な疑問を認識すること   現象を科学的に説明すること   科学的な証拠を用いること   
A校  導入で教師の演示実験を通し，生徒  観察，実験での現象を適切に記述し，  実験結果から結論を導き，その結論を  
自らが課題や疑問を見いだす活動が  解釈する活動ができたが，変化を予想  基に別の実験の結果を予想する学習  
授業の中で積極自勺に行われていた。  することについては生徒によって個人  
差が見られた。   
B校  身近な素材を基に生徒自らが疑問に  観象実験での現象を記述することが  生徒自らが結論を導くことは学習活動  
感じたことを検証する実験が行われて  できたが，解釈に個人差が見られた。  の中で行われていたが，それを伝達  
いた。   また，変化を予想する場面は見られな  
かった。   
C校  生徒自らが疑問を認識する活動は授  観察，実験での現象を生徒が自己の   生徒自らが，学習プリントを通して実  
業では見られなかったが，授業で用  既習事項に基づき，様々な表現を用  験結果を基にした考察を伝達する活  
いた学習プリントで疑問に思ったこと  いて記述していた。解釈には個人差  動を行っていた。科学的証拠を角牢釈  
を記入する生徒が多くいた。   があり，変化を予想する場面も見られ  し，結論を導く活動は主に学習プリント  
た。   のレベルで行われていた。   
表2暮 実習校の理科授業の探究の過程及びプロセストスキルズの実態  
実習校  探究の過程   プロセス。スキルズ   
A校  ヅ覇内的推論  既習事項を想起し，麹萱や創造力等を用いて盤麹を重工それを検証しようとしていた。事実に基づい  
＋   て仮説の正否を∃遡する場面生徒自らが室墜を計画。実施する場面考察し仮説を検証する場面を設  
演繹的推論  定された授業が行われていた。また，実験班ごとに実験内容を異なったものに設定することで，実験結果  
を交流する場も設けられ，伝達スキルも育成されていた。   
B校  商都勺推論  学習した原理。法則から雛遡，遊塗し，仮説を立てる学習活動が行われていた。しかし，塗  
空室遡やデータの解釈，実験の結果等を伝達する場面はあまり見られなかった。   
C校  少尉内的推論  窒墜を行う前に結果を宣遡，越廼宣する活動はほとんどなかったが，実験結果を交流する場面は設  
けられ，伝達活動が活発にされていた。実験班ごとに数値を異なったものに設定し，各班の宣二空がクラ  
ス全体で共有し，燈する場合もあった。   
















1）アメリカ科学振興協会A姐S（1848年に創設され   
たアメリカの科学者の団体）が1963年に作成し   
た探究を重視した小学校科学カリキュラム  
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ない場面も見られた。よって，観象 実験を通し  
た帰納的推論を用いながら授業を進めていく工夫  
が必要であると考える。また，クラス全体で意見  













演繹的推論を用いる場面が必要であると考える。   
各学校では，上記で指摘した問題点を踏まえ，  
いかに才受業を改善していくかが課題である。  
5 到達点と課題  
（1）研究に関する達成度（到達点）   
先行研究により，まず，理科における科学的リ  
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